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第1章　 緒 論

1887年Kobertが リチンを発見 し,そ れが

動物に対し毒性を有 し,又 血球凝集作用を有

することを明かにした1897年Ehrlich1)が

最初にリチンを用いて試 験管内で リチンの血

球凝集素 と抗 リチン血 清を作成 して実験を行

つた.そ の後植物性 にして毒性を有 し血球凝

集作用 を有 す るもの としてRobin, Crotin, 

Arbin等 について種 々研究 され,又 毒性を有し

ない植物性血 球 凝集素につ いてはGoddard2)

等の研究がある.又 当教室の井上3)は 毒性を

有するTetanustoxinと そ のAntitoxinを 用

いて血清学的研究並びに動物に対 す る毒性に

ついても研究を行つている.

筆者は前編 に於て血球 と抗血球血 清を用い

て一度凝集した血球 の溶血反応 に及ぼす影響

について実験を行つたが,抗 血球血清を用い

ず植物性血球凝集素た る リチンを用 いて血球

を凝集せしめた場合,ど の様に溶血反応 に影

響す るかを明かにし,併 せて動物に対す るリ

チンの毒性並に抗 リチ ン血清の影響をも研究

した.

第2章　 実験材料並びに実験方法

第1節　 抗 めん羊血球血清

免疫動物 としては体重2,000g～2,500gの 健

康な る成熟家兎を用 い,免 疫原 としては新鮮

な るめん羊血球を脱繊維 し,生 理的食塩水に

て3回 洗滌 した後(Vollblutを 基準にす)血

球浮游液 とし, 1回5cc宛2日 の 間 隔を置

いて耳静脈 よ り数回免疫 し最後の注射 よ り9

日目に全採血をなし,血 清を分離 し, 56℃, 

30分 で非働化 し,永 室に貯え使用 した.尚 こ

の血 清は2.5%血 球, 5.0%補 体 を 用 ひ1:

10,000迄 完全溶血 を示 し血球凝集反応は2.5

%血 球 で1:2,500迄 血球凝集を見た.

第2節　 抗 リチン免疫血 清

本実験に用いた リチンは 「メル ク」の製品

である リチン粉末を用に臨んで生理的食塩 水
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で 稀 釈 して用 い た .抗 リチ ン免 疫血 清 を作 成

す るに は,免 疫 動物 として は2,000g～2.500g

の健 康 な る成熟 家 兎 を用 いFormalinて 処 置

した1,000倍 の リチ ン溶 液0.1～0.15ecを

10倍 に5%ブ ドウ糖 液 で 稀釈 して3日 の間 隔

を お い て皮下 に 注射 し7回 の注射 後8日 目に

全 採血 を し,血 清を分 離 し56℃ 30分 で非 働

化 し氷 室 に 貯 え 使 用 した. Fomalinで リチ

ンを処 置す るには リチ ン粉末 を 蒸溜 水 で1 .000

倍 に稀 釈 し,そ の溶液 に0.5%に な る様 に, 

Formalinを 加 え, 37℃ に10日 間 置 き,後2

日 間 流 水 で 透 析 してFormalinを 析 出 し後

8.5%食 塩 水を1/10量 加 え た .

第3節　 血球 凝 集 反応,溶 血 反応,沈

降反応

第1項　 血 球 凝 集 反応

リチンに よ る血 球凝 集 反応 は脱 繊 維 して3

回 生 理 的 食 塩 水 に て洗 滌せ るめ ん羊血 球 を

元 の量 ま で 生 理 的 食 塩 水 に て 復 し た 血 球

(Vollblut)を 基 準 と して,各 所 要濃度 に 稀

釈 した もの0.5ccと リチ ンを所 要 濃 度 に 薄

め た もの0.5ccと を 混 じ,室 温 に 放 置 し翌

朝肉眼にて判定 した.判 定は強 く凝血塊をな

せ るもの〓,以 下凝集程度 に従 い,〓,軽 く

振盪 して肉眼で認め得 る凝血塊のあるのを+,

全 く凝集せ ざるものを一,両 者の移行型を±

とした.

第2項　 溶血反応

リチ ン溶 液 に て 一 度 凝 集 を 起 した血球

0.5cc又 は何等処置せざる稀釈血球0.5ccに

抗 めん羊血球血清,補 体 を夫 々0.5cc宛 加

え, 37℃, 2時 間氷室に置き,翌 朝判定 した.

判定は肉眼で完全溶血 を〓,強 度溶血を〓,

中等度溶血 を〓,弱 度溶血を+,極 めて僅か

に溶血せ るもの±,溶 血陰性 なるものを一 と

した.溶 血反応 の判定 に()内 に記載せ る

ものは同時に存す る血球凝集反応 の程度を示

す.

第3項　 沈降反応

重 層法;　当教室慣用の方法に より,反 応の

現れた時間に より15分 にて反応の現われた も

の〓, 30分 で現われた もの〓, 1時 間で現わ

れた もの〓,2時 間で現われた もの+, 2時

間で も反応 の現われない ものを-,移 行型を

±,と した.

混合法;　抗原 と抗 体 と等量宛(0.5cc)混

合 し,室 温に於 て最初に反応の現われる試験

管を見つけ,後 氷室に置き,翌 朝沈澱の程度

に より,〓,〓,+,-を 判定 した.

第3章　 実 験 成 績

第1節　 リチン溶液による血球凝集

反応

前編に於て,め ん羊血球 と抗めん羊血球血

清を用い,先 ず血球 と抗血清 とで血球凝集反

応を行い,そ の後に補体を加 えた場合に,血

球凝集が溶血反応に どの様 な影響を及ぼすか

について研究 したが,抗 血球血清によらない

血球凝集が どの様な影響を溶血反応に及ぼす

かを見 る為次 の如き実験を行つた.抗 血球血

清を用いないで血球凝集を起させる為,リ チ

ン溶液を用 い,こ れをめん羊血球に作用 させ

た.

第1表　 血球量を変化せる血球凝集反応

先ず リチンに よる血球凝集反応の状況を明

かにす る為,血 球量,リ チン濃度を変化 して

血球凝集反応を行つた.こ の結果第1表 に示

す如 く,め ん羊血球 とその抗血清による血球

凝集反応 と異 り5.0%～0.25%の 各種濃度血

球が何れ もリチン濃度10,000倍 迄血球凝集反

応陽性であつた.こ れは一定濃度の リチン溶

液迄は,そ の中に加え られた血球量に関係な

く血球凝集を現わす ことを示す もので,こ の

点抗血球血清に よる血球凝集反応 とは大いに

趣を異にす るものである.リ チンによる血球
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凝集反応を判定す るに当 り, 2.5%血 球が最

も判定し易いので,以 下の実験には2.5%血

球を用いた.

リチン溶液 とめん羊血球 とで血球凝集反応

を行う場合に,室 温に放 置し,時 間的経過を

たどりながら反応の発現状 況を見 ると第2表

の如く2時 間では リチン2,500倍 迄, 3時 間, 

4時間, 6時 間,翌 朝は何 れ も10,000倍 迄血

球凝集を示 しているが,反 応程度は3, 4, 6

時間と長 くなる程強 くなつてい る.そ して6

時間では翌朝 と同 じ程度 の血球凝集を各管共

に示している.め ん羊血球 と,抗 血球血清に

よる血球凝集反応に比 しリチ ン溶液 による血

球凝集反応は反応の現れ るのが遅 いので,充

分の時間をかけ少 くとも判定迄に6時 間以上

を必要とするもの と考える.

第2表　 リチン血球凝集反応 の時間的

経過　 血球2.5%

註.　室 温 に放 置 し て判 定.

リチン溶液 は血 球 凝 集 反応 を起 すが,こ

の血球凝集 性 は リチ ン溶 液 を 加温 し又は

Formalin処 置 すれば どの様 に変 化す るかを

見る為次の実験を行つた.こ の結果は第3表

に 示 す如 くで あ り,リ チ ン溶液 を加 温せ ざ る

場 合 には,血 球 凝集 反応 は1;10,000迄 陽 性

で あ るが, 60℃-1時 間 加 温に よ り1;5,000

迄 陽 性, 100℃-1時 間, 100℃-2時 間, 

100℃-3時 間 加 温 では 全 く血 球凝 集 を 見 な

い.こ れに よつ て見 る と,リ チ ン溶 液 の血 球

凝 集 能 力 は加 温 に よ り急速 に低下 す る もので

あ る こ とが 分 る.

第3表　 加温 リチンに よる血球凝集反応　

血球2.5%

次に リチン溶液に0.5%の 割 にFormalinを

加え37℃-10日 間保ち後2日 間透析 した.そ

の結 果 得 た る リチン溶 液 を 用 い血球量を変

化 して血球凝集反応を行つた処第4表 に示す

如 く, 5.0%よ り0.25%迄 の 血 球 で血 球凝

集 反応 は リチ ンの1,000倍 液迄 陽 性 を示 し, 

Formalin処 置前 に 比 し血 球 凝 集 能力 は1/10

に低 下 して い る.リ チ ンにFormalinを 作 用

させ る と リチンはToxoid化 されそ の毒 性 は

低 下 す るが 同時 に その血 球 凝集 能力 も低 くな

る.

第4表　 Formalin処 置 リチ ンの血 球凝

集 反 応

第2節　 リチン溶液にて凝集せ る血球

の溶血反応

前編に於て血球に抗血球血清を混 し一度凝

集せ る血球に補体を加えると最初か ら同時に

補体を加えた場合に比 し溶血価が低 くな る事

を述べたが リチンの如 く抗血球血清に よらず

して血球を凝集せ しめ る物質を用 いて,一 度

凝集をお こした血球で溶血反応を行 うとどの

様 な影響を及ぼすか検討 する為次の実験を行

つた.

先 ず1,000倍 リチン溶液 と2.5%血 球を等

量混 じ室温に24時 間放置 しこの血球 の上清を
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除いて0.85%食 塩水で2.5%血 球 となし又一

方上清を除き洗滌 した る後2.5%血 球 として

その後抗血球血清及び5%補 体を加xた .そ

の結果第5表 に示す如 く一度 リチン溶液によ

り凝集 した血球は リチン溶液に よ り処置 され

なかつた血球では完全溶血を示す補体量,抗

血球血 清量を加 えた場合 も完全溶血 を示 さな

い.一 度 リチン溶液に より凝集 した血球は抗

血 球血 清に よ り凝集 した場合 と同様 に溶血反

応 を抑制 している.

第5表　 リンチ処置血球に よる溶血反応　 血球2.5%,補 体5%

註.　血 球 処 置 は リチ ン1,000倍 液 と2.5%血 球 と 等 量 を 混 じ,室 温 に 翌 朝 迄 放 置 した .

次 に2.5%血 球 に1,000倍 リチン溶液を加え

て凝集せ しめ,そ の後補体,抗 血清を添加 し

て溶血反応 を行 い,血 球凝集の溶血反応に及

ぼす影響を補体量を変化するとどの様になる

かを見 るため実験を行つた.そ の結果第6表

に示す如 く補体を2～50%ま で変化 しても何

れ も凝集血球を残 し完全溶血は示 さなかつた.

第6表　 補体量を変化せ るリチン処置血

球に よる溶血反応

註.　血 球 処 置 は リチ ン1,000倍 液 と2.5%血 球

と 等 量 混 じ,室 温 に 翌 朝 迄 放 置 した.

次 に2.5%血 球 と500倍, 750倍, 1,000倍, 

1,500倍,の 各種 倍数 の リチ ン溶液 とを混 じ室

温24時 間 後洗滌 し,食 塩 水 で2.5%血 球 に復 し,

この血 球 に補 体,抗 血 球血 清 を加 えて溶血 反

応 を行 つ た.そ の結 果第7表 に 示す如 く, 500

倍,750倍, 1,000倍 の リチ ン溶 液に て処置 した

血 球 は完 全溶血 を示 さず,し か も凝集血 球が

残 在 して い る. 1,500倍 の リチ ン溶 液に て処 置

した血 球 で は凝 集血 球 は残 らないが完 全溶血

も示 さず,や は り溶血 反 応 は抑制 され て いる.

第7表　 各種濃度 リチンにて処置せ る血球の溶血反応　 血球2.5%,補 体5%

註.　血球処置は2.5%血 球と等量の リチン溶液を混 じ一昼夜室温放置後洗滌 し,食塩水にて2.5%血 球にして用う.

以上第5, 6, 7表 の実験に より,リ チン

溶液によ り凝集 された血球は溶血反応を抑制
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していることが分 る.

第3節　 抗 リチン血 清の リチンに及ぼ

す影響

リチン溶液に よる血球凝集反応並びに リチ

ンにより凝集せ る血球の溶血反応 に及ぼす影

響について,第1, 2節 において実験を行つ

たが次に抗 リチン血清を作成 して,こ れが リ

チンの血球凝集作用並びに毒性に どの様に影

響するかを明かにすべ く以下 の実験を行つた.

第1項　 リチン溶液 と抗 リチン血清の沈

降反応

抗 リチン血清の作成は実験材料の章で述べ

た如く,リ チン溶液 を家兎に注射 して得た抗

血清であり,こ の血清 とリチン溶液 との重層

法による沈降反応は第8表 に示す如 く,リ チ

ン溶液 の2500倍 及 び5000倍 で1;32の 抗 リチ

ン血清迄 と反 応 し リチ ン溶液 濃 度 が高 くな つ

ても低 くなつ て も,抗 体 価 は低 くな り, 500倍, 

1000倍, 10,000倍 の リチン溶液 では抗 リチ ン

血清の1;16迄 しか 反応 は 陽性 でな い .リ チ

ン溶液の2500倍, 5000倍 が最 もよく抗血清 と

反応す るものである.

第8表　 リチン溶液 と抗 リチン血 清の沈

降反応(重 層法)

次に リチン溶液 と抗 リチン血 清に よる沈降

反応を混合法に より行つた.そ の結果第9表

の如 く,最 初に反応を現わ した管は リチンの

500倍 液では抗血清1:8で5分, 1000倍 の

リチン溶液では抗血 清1:16で8分 であつた.

リチン溶液2500倍 以上の稀釈は混合法では全

く反応は陰性 であつた.

第9表　 リチン溶液 と抗 リチン血清の沈

降反応(混 合法), 24時 間値

註.　 ()内 時間は リチン溶液稀釈列で最初

に反応を現 した管及び時間.

第2項　 抗 リチン血清の リチン血球凝集

反応 に及ぼす影響

第10表　 抗 リチン血清 によるリチン血球凝集の抑制(血 球凝集反応)　 血球2.5%

註.　リチ ン と抗 リチ ン血 清 と 混 じ37℃ , 1時 間 後 血 球 を 加 え,室 温 放 置,翌 朝 判 定.

抗 リチ ン血 清 と リチ ン溶 液 を混 合 せ しめ る

と,両 者 の結 合 に よ り リチ ンの作 用 が減 弱 さ

れ そ の結 果 リチ ン溶 液 の血 球凝 集 能 力 も弱 ま

る もの と考え,次 の実 験 を行 つ た.そ の結 果

第10表 に 示 す如 く10,000倍 リチ ン溶液 で は1:

1,000血 清 迄, 5,000倍 溶 液 では1:250血 清 迄,
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2,500倍 溶液 で も1;250血 清迄, 1,000倍 溶液

では1;10血 清迄 しか血球凝集反応が 現われ

ていない.こ れは抗 リチン血 清によ りリチン

の血球凝集能力が中和 された もの と考 えられ

る.リ チンの血 球凝集能力を全 く消失せ しめ

るに要す る抗 リチン血 清量は リチン溶液濃度

が増す程比較的多 くなつている.

次に500倍 リチン溶液 と抗 リチン血清 と混

合 し,そ の上清 を用いて残存せ るリチンの血

球凝集能力を見 た.そ の結果は第11表 に示す

如 く1:4, 1:8, 1:16, 1:32何 れ の

抗 血 清 で も上 清 では1000倍 リチ ン稀 釈 に 相 当

す る迄 しか血 球 凝集 反 応 は見 られず,対 照 に

比 しそ の凝集 能 力は8分 の1に 減 少 して い る.

第11表　 リチン溶液 と抗 リチン血清混合

上清 の血球凝集反応

(リ チン,抗 リチン血清 の混合法)24時 間値

上 実験の上清に よる血球凝集反応

血球2.5%

第3項　 抗 リチン血清によるリチンの毒

力中和試験

リチンが血球凝集作用 と共に毒性を有する

ことは以前か ら知 られているが,マ ウスを用

いその毒性を検 し,併 せて抗 リチン血清によ

る毒力中和試験を行 つた.

先ず15～20gの マウスを用 いリチンの毒

力検査を行つた.そ の結果第12表 に示す如 く,

皮 下注 射 に よ り リチ ン7万 倍 液0.5ccで96時

間(4日 目)に 死 亡 して い るので これを最小

致死 量(M. L. D)と 定 め る.従 つ て この量

は リチ ン粉 未0.000007g (0.007mg)に 当

る.

第12表　 リチンに よる毒性試験(マ ウス

5匹 平均)

註.　15g～20gの マ ウ ス皮 下 に注 射,

+は リチ ンに よ る症 状 を 示 した こ とを 表 し, 

st.は 死 亡 を 示 す.

次 に抗 リチン血 清 と リチ ン溶 液 との沈 降反

応 を混 合 法に よ り検 して見 る と第13表 の如 く

初 発 試験 管 は1,000倍 リチ ン液 では1:16の 抗

リチ ン血 清 の 反 応 試 験 管 で あつた.つ ま り

1,000倍 リチン液 では1:16抗 リチ ン血 清が最

も早 く反応 し最 適比 で あ るこ とが 分 る.

第13表　 リチン溶液 と抗 リチン血清の沈降反応(混 合法)

註.　 リ チ ン 溶 液0.5cc,抗 血 清0.5cc混 合

抗 リチ ン血 清 を用 い て リチ ン溶 液 と反応 さ

せ,毒 性 の変 化を 見 るため, 1,000倍 リチン溶
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液0.5ccと 抗 リチ ン血 清 を1:2, 1:4か

ら1:64迄 倍数 稀釈 して 各0.5ccと を 混 じ, 

37℃, 1時 間後 翌朝 迄氷 室 に 置 き,之 を最 小

致死量の2倍 量(リ チ ン溶 液3.5万 倍, 0.5cc)

に稀釈してマ ウス の皮下 に 注 射 した.そ の結

果第14表 に示 す如 く抗血 清 原 液, 1:8, 1

:16で は5日 目 迄 死 亡 せ ず
, 1:2血 清 で は

3日 目, 1:4血 清 で は3～4日 目, 1:32

血清 で は3日 目, 1:64血 清で は2日 目,対

照(抗 血 清 の代 りに食 塩 水)で は2日 目に死

亡 した.こ の結果 より見れば,リ チンの毒性

を中和す る場合抗 リチン血 清は原液1:8, 

1:16が 最 も中和作用が強 く,こ れは混合 法

に より1:16の 抗 リチン血清が最 も早 く反応

を表 し最適比であつた事 と一致 して1:8, 

1:16の 血清に於 て最 もよ くリチンの毒性が

中和されている.

第14表　 抗 リチン血清に よる リチン毒

性中和試験

註.リ チ ン,抗 リチ ン血 清 混合 後37℃, 1時 間 後

氷 室に 置 き,翌 朝3.5万 倍 に し て0.5ccを マ

ウス皮 下 に 注 射 す.

第4章　 総括 及び考按

抗血球血 清に より凝集 した血球が溶血反応

を抑制す ることは前編に於 て述べたが,抗 血

球血清作用によらないで血球を凝集せしめ,

血球凝集 の液血反応に及ぼす影響を明かにす

るため,リ チンに よ り血球凝集反応 を行 い,

その凝集血球の溶血反応に及ぼす影響を見た.

先ず血球凝集反応 の状況を明かにした.血 球

凝集反応 を行 う血球 としては,め ん羊血球を

用い,リチンは「メル ク」製を粉末で貯 え,用 に

臨んで溶解 して用 いた.リ チンに よる血球凝

集反応については関4)庄 司5)等 の実験ではめ

ん羊血球では起 らない事を述べて いるが,筆

者の実験では明かに血球凝集を起 した.こ れ

は関,庄 司等は守山法6)を用 いて得た リチン

を使用 し 「メルク」製 と異 りこの様 な異つた

結果を示 した もの と考え る.し か し リチンと

めん羊血球に よる血球凝集反応は抗血球血清

に よる反応 と異 り,反 応の表れ方が遅い こと

はたしか で,相 当の時間を経ない と充分に表

れて来ない.

リチンによる血球凝集反応は0.25％ ～5.0

%の 間では血球濃度に関係な く,リ チン稀釈

1:10,000迄 反応陽性であ るのは,リ チ ン濃

度が血球凝集反応に強 く影響 し,リ チンの一

定濃度以上が あれば,そ の中に加 る血球量の

影響は少い ことを示す ものである.

リチン溶液 とめん羊血球に よる血球凝集反

応は反応 が現われ るのに相当長時間を要 し, 

6時 間以上経過せねば充分発現せず,こ れは

リチンが作用して血球凝集を起すには,抗 め

ん羊血球 とめん羊血球に よる凝集反応に比 し
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長時間を要す るものであ ることが分 る.

リチン溶液に温度を加え ると, 100℃, 1

時間の加温で全 く血 球凝集作用を見な くなつ

た.こ れは楠7)の 実験 と一致す る. Formalin

に よつて もリチンの血球凝集作用はその毒性

の低下 と共 に低下する.

次に リチンに よ り凝集 した血球が溶血反応

に及ぼす影響について実験 したが,之 には血

球 と リチンを混合 して,血 球を凝集せ しめ,

凝集血球に抗血球血清及び補体を加えた.そ

の結果一度 リチンに より凝集 した血球は これ

を食塩水で洗滌 して も,又 洗滌 しな くて も,

後に抗血球血 清及び補体を入れた場合に完全

溶血 を示 さず,又 補体量を相 当に増して も完

全溶血 を見なかつた.こ れは血球凝集のため

血球に補体が結合 し難 くなつた もの と考えら

れ,リ チン凝集血球に於て も,前 編 の抗めん

羊血球 に より凝集 した血球 と同様に溶血反応

が抑制 され ることは血球の凝集に より血球に

対 し補体が結合し難 くなるためで,必 ず しも

抗血球血清に よ り血球 凝集を起 さな くて も血

球凝集が起れば溶血反応は抑制 され る.

次に リチンに よる免 疫血清を作成し,そ の

リチンの血球凝集作用及び毒性に及ぼす影響

を見た.リ チン溶液 と抗 リチン血清 とを作用

せ しめ,そ の後に血球 を加え,抗 血清 の作用

を見 る と明 か に リチ ンが 中和 され,そ の血 球

凝 集 力は低 下 して い る.し か も リチン量が 増

す 程 中 和 に要 す る抗血 清量 が比 較 的 に多 くな

つ て い る.

リチ ンの マ ウス に対 す る 毒 性 を見 るに15

～20gの マ ウス を用 い る と7万 倍 リチン溶 液

0.5ccで 皮 下 注射 に よ り4日 目に死 亡 し,こ

れ を最 小 致 死 量(M. L. D.)と す る と0.007mg

の リ チ ン に 当 る.こ の 方 法 は 井 上3)の

Tetanustoxinに よ る方 法に 準 じて 行つ た もの

で あ る.

先 にRamon8)9)10)はDiphtherietoxinと そ

のAntitoxinを 用 い て実 験 を行 い,両 者 を試

験管 内に て 混合 せ しめ る と或 る適応 せ る濃 度

に於 て最 も よ く沈 降物 を見,そ の他 の所 では

沈 降物 が 少 なか つ た り,示 さなか つ た りす る

ことを明かに し,最 適比の所で完全に中和し,

これを利用 して抗血 清の力価の測定が出来又

動物実験に も応用出来る事 を明かにした.

本実験に用いた リチンと抗 リチン血清では

混合法に より1,000倍 リチン溶では1:16抗 血

清で最 も早 く反応 し,又 反応程度 も強かつた.

そ こでマウスを用 ひ,抗 リチン血清により毒

力中和試験を行つた所,混 合法による最適比

の1:16抗 血清を中心にして血清濃度が高 く

なつて も又低 くなつても毒力中和能力は悪 く

なつてお り,こ れは リチンに於ても最適比に

於て抗原抗体の結合が最 もよく行れる事が動

物実験に於て も実 証 された.こ れはRamon

の説に よく一致 している.し かし動物実験に

於て異つた結 果 を見 た のは抗血清の原液 と

1,000倍 の リチン溶液の混合に よつて,最 適比

の所 と同様に リチンの毒性が よく中和されて

いる事である.こ の理由については血清の持

つ抗原抗体反応に よらない作用が高濃度血清

に於て強 く作用 しリチンの毒性を弱めたもの

と思考する.

第5章　 結 論

1) リチンに よる血球凝集反応は血球 と抗

血球血清に よる血球凝集反応に比 し発現が遅

く,又 血球濃度の5%～0.25%で は何れ も

最高凝集価は10,000倍 リチン迄で同一である.

2) リチンの血球凝集 力は加温, Formalin

処置に より急に低下す る.

3) リチンに より一度凝集 した血球で溶血

反応 を行 うと,溶 血反応は抑制 され一度凝集

した血球は完全溶血は示さない.

4) 抗 リチン血清 とリチンを適量作用せ し

め ると,リ チンの血球凝集作用,毒 力共に弱

くな り毒力は抗血清の最適比の所及び原液に

於て最 もよく中和 され る.

擱筆するに当り終始御懇篤なる御指導と御校閲を

賜りし恩師緒方敎授に謹んで感謝の意を表す.
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Studies on Hemagglutination and Hemolytic Test.

Part. 4. On the hemolytic test by ricin agglutinated red 

blood cells and on ricin and antiricinserum.
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1. The agglutination by ricin occurs more slowly than immune reaction.

2. The agglutinated red cells by ricin are not completely dissolved, in spite of suffi
cient haemolysine and complement added.

3. The antiricin of rabbit neutralizes the hemagglutination of ricin and toxity to mouse, 
according to precipitin test by Ramon.


